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えばMBBA中のTanone分子の拡散の活性化エネルギーは5. 1Kcal / Mであった。
この様に、磁気緩和に対して、短波長的な集団の寄与が見られたこと、ネマテイク相での拡散定数
が温度変化しないこと、これらの結果は液体の場合に比較して著しい特徴をなすとともに、液晶分子
自体の振舞を反映しているものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
液晶中における溶質分子の配向性及び回転、並進等の動的挙動を検討し、液晶分子自体のものと比
較する事は興味深い問題であり、又液晶分子の示す特異な動的挙動の解明に対しても有用な知見を与
える。
田中寿夫君は、まず 2種類のnematic液晶中に低濃度の安定酸化窒素型遊離基を溶解し、その電子
スピン共鳴吸収線のシフトを測定して遊離基分子の外部磁場への配向度を算出した。それぞれ形状、
大きさの異なる 9種類の遊離基について配向度を比較した結果、溶質分子の平面性又は細長さが、液
品中における配向度を決定する要因の一つであると結論した。
次に、電子スピン共鳴吸収線の線幅を、電子一核問の双極子相互作用に基づく理論値と比較した結
果、溶質分子の回転の相関時間が10- 10秒程度と短く、溶質分子が液晶分子集団の揺動と独立に、ブラ
ウン運動を行うか、液晶分子集団の局所的な短周期の揺動に付随して運動すると推論した。又、液晶
相ー等方性液相の転移点前後において異常な線幅増加を見出し、これが転移点前後における液品分子
の局所的な短周期型揺動の割合の急増に起因すると考えた。
更に田中君は遊離基分子間のHeisenbergスピン交換の周期と分子の拡散定数との関係に着目し、電
子スピン共鳴吸収線の線幅及び電子一電子二重共鳴の強度よりスピン交換の周期の温度依存性を検討
した結果、液晶相において拡散定数が温度によらず一定である事実を見出した。この結果は、液晶分
子の拡散が温度に依存しないとする従来の中性子散乱による実験結果に対応する。
以上のように本論文は、液晶中における溶質分子の配向性と動的挙動に関する新しい実験的・理論
的研究を含み、更に液晶分子自体の動的挙動との関連を明らかにするなど興味深い知見を得ている。
よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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